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Information & History

歴代会長
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2022年7月現在理事・監事リスト

最初の会長ご下命は２０１２年、世の中は東日本大震災（２０１１年３月１１日）の痛みに耐えながら復興を
目指して努力を続けていた時であり、工業会も大変な重責を担っておりました。それでもこの時の合言葉は
「復興」であり、皆苦しい時でも「明るい未来」を信じることができました。
現在はトリプルショックの真っただ中、まだ「世界の未来」は見えていません。そんな時の工業会の役目は何
なのだろうか？今、真剣に悩んでいます。
２０２０年・２０２１年の世界景気は大きく落ち込みましたが、半導体業界の好況に支えられ真空業界は好況
でした。２０２２年以降も同様と見る見方と、かつて２度経験した市場半減という大危機が待っているのか、
誰も予測できません。正に世界はVUCAｎ（ｎ乗）に突入。
それでも私たちは、私たちがやるべきこと、やれることをしっかり実行するしかありません。それは先ず技術
です。技術がしっかりしていれば市場はついてきます。そして市場があれば、混とんとしたVUCAｎ世界に惑わ
されずに正しい道を進むことが可能です。
「真空技術は人間の欲求ある限り永遠に不滅です！」（学の原理原則修正則）
信じて下さい！真空技術を信じて努力を続けましょう。明日の明るい未来を信じて！
今後、会員企業の皆様とより融和を図るために、いろいろ工夫して行くつもりです。皆様からのご提案・ご要
望もお待ちします。そこで先ず、最初に私から皆様にクイズです。以下の英文に含まれる謎説きに挑戦して見
て下さい。私が何を言いたいのか。お判りでしょうか？
連絡をお待ちします。
VACUUM Technology led in the Universe will lead the Metaverse in VUCA world.

一般社団法人日本真空工業会 会長 辻村 学

2022年5月ごあいさつ

２０１９年以前の国際情勢はVUCA注）(ブーカ)ワールド、つまり「無茶苦茶な世界で予
測不可能」と言われていましたが、その後トランプショック（米中イデオロギー戦争）
とコロナショック（パンデミック）のダブルショックで「世界は正に地獄と化した」と
説明してきました。ところが２０２２年にはトリプルショック、ウクライナ問題を発端
に世界は１９９１年東西冷戦状態に逆戻りの様相を示し「世界は地獄以上の苦しみを味
わうのか？」と戦々恐々としています。
そんな状況下で（２度目の）会長を仰せつかりました。

通年 年度 歴代

0 1985 1 斎藤 泰蔵 （徳田製作所）

1 1986

2 1987

3 1988

4 1989

5 1990

6 1991

7 1992

8 1993

9 1994

10 1995

11 1996 7 上野 朝生 （日本真空技術）

12 1997 8 中村 久三 （日本真空技術）

13 1998

14 1999

15 2000

16 2001

17 2002

18 2003

19 2004

20 2005

21 2006

22 2007

23 2008

24 2009

25 2010

26 2011

27 2012

28 2013

29 2014

30 2015

31 2016

32 2017

33 2018

34 2019

35 2020 末代　政輔 （アルバック）

36 2021
20

19
小日向　久治 （アルバック）

（島津製作所）
18

篠原　真　　　

（島津製作所）

（アルバック）

（芝浦メカトロニクス）

（荏原製作所）

（キヤノンアネルバ）

11 廣瀬 政義

9 西平 俊二

10 角 忠夫

（芝浦製作所）

（アネルバ）

（芝浦メカトロニクス）

（荏原製作所）

（アネルバ）

会長　（所属会社）

（日本真空技術）

（大阪真空機器製作所）

（日電アネルバ）

（日電アネルバ）

2 織田 善次郎

6 鈴木 三郎

3 笠岡 亥一郎

4 近藤 繁一

5 和泉 巖

今村 有孝

16 辻󠄀村　学

17
酒井　純朗　　

15 南 健治

14 諏訪 秀則

13 加藤 孝幸
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JVIA役員 氏名 会社名 所属・役職

会長 辻󠄀村　学 株式会社荏原製作所 フェロー

副会長 末代　政輔 株式会社アルバック 常勤顧問

副会長 眞下  忠 神港精機株式会社　 代表取締役社長

関西支部長 笠岡  一之 株式会社大阪真空機器製作所 代表取締役社長

専務理事 高山　紀子 一般社団法人日本真空工業会 専務理事

常任理事 小俣　邦正 株式会社昭和真空 代表取締役 執行役員社長

常任理事 冨田　良幸 住友重機械工業株式会社 常勤顧問

常任理事 佐藤　弘悦 佐藤真空株式会社 代表取締役社長

常任理事 黒岩　雅英 東京電子株式会社 代表取締役社長

常任理事 成田　正哉 株式会社シンクロン 代表取締役社長

常任理事 中川　佳治 大亜真空株式会社 代表取締役社長

常任理事 三島　尚志 日立造船株式会社 顧問

常任理事 恒川　孝二 キヤノンアネルバ株式会社 取締役　最高技術責任者

理事 金山　俊克 日本電子株式会社 常務執行役員

理事 田中　久士 株式会社フジキン 代表取締役社長

理事 藤本　幸三 新明和工業株式会社 韓国真空株式会社常務理事（出向）

理事 田中　雅彦 株式会社島津製作所 執行役員　産業機械事業部長

理事 今村　圭吾 芝浦メカトロニクス株式会社 代表取締役　社長執行役員

理事 福谷　克之 公益社団法人日本表面真空学会 会長

監事 入江　則裕 入江工研株式会社 代表取締役社長

監事 島田　鉄也 アルバックテクノ株式会社 代表取締役社長



真空技術者資格認定制度
一般社団法人日本真空工業会は公益社団法人日本表
面真空学会と合同で真空技術者の質を高水準に保ち
真空技術者の学習意欲を高めるため、2003年から
真空技術者の資格認定を行っています。

真空展
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真空ウォーキングコース (真空技術基礎講習会)

関西支部

海外視察ツアー

若手交流会 (JVIA-EAST)

サプライヤ交流会

「真空展」は、真空技術と関連機器の成果を展示する総合真空
技術展で、毎年秋から冬にかけて東京ビックサイトで開催して
います。3日間の開催期間中には10,000人近くの来場者があり
ます。真空機器の展示会としては世界最大規模となります。

真空技術の基礎をわかりやすく理解できる講習会を毎年開催しており、
大好評をいただいています。真空産業に携わる方々はもとより
真空を利用されるユーザー、これから真空の分野で力を発揮される
方々に広く受講していただける実習中心の講習会です。

真空入門講座 真空フォーラム
これから真空産業に関わる方々
が真空の基礎的知識を得るため
の講座です。

今話題の新技術を取り上げ、
真空産業との新しい接点を見い
だします。

アメリカ、ヨーロッパ、東南アジアにおける真空産業の企業
訪問、展示会見学など世界の技術交流によって優れた国際感
覚を身につけます。また、ツアーを利用しての視察、異文化
との触れ合いの中で得た体験や参加者どうしの交流がその後
の会員の大きな力となっています。

JVIA-EASTは、JVIA会員企業各社の若手交流とビジネスチャンス拡大
を目的とし、関東圏での「若手交流会」として2005年に発足しました。
活動内容は、毎年春と秋に交流会行事を企画しています。春は企業・
研究機関等の見学会、秋は会員企業の社員とそのご家族にご参加いた
だけるレクリエーションをコンセプトに開催しています。

「国際競争力アップに向けた真空産業交流会」と題して日本真空工
業会会員方と会員のサプライヤ・協力会社が一堂に会して、サプラ
イヤ交流会を開催しています。

油回転ポンプ分解・組立の実習 薄膜作製技術の実習

第25回会場 工学院大学

関西支部は関西地区の会員活動の場です。関西支部総会から
始まり、若手交流会（JVIA-WEST）、秋季合同講演会、関西
支部会、見学会など活発な行動を繰り広げています。

主な事業活動



Organization&Membership

組織

2022年度 JVIA組織図
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企画委員会
企画委員会は（一社）日本真空工業会の定款に照らし、そ
の目的を遂行するためにどのような事業を展開すべきかを
提案し、理事会・委員長会議にその結果を諮ることにより、
各委員会の活動を推進しています。

教育委員会
真空技術関連技術者の教育の重要性を認識し、初歩的な真
空技術者の教育としては真空技術基礎講習会(真空ウォーキ
ングコース)、はじめて真空(真空展)、真空入門講座(真空
展)等を実施しています。さらにその応用編として真空技術
実践講座（予定）も行っています。

出版委員会
真空技術情報誌「真空ジャーナル」の編集企画から取材・
校正・発行までを担当し、技術誌を通して真空技術の教育
及び普及に努めています。

展示会委員会
展示会委員会は、毎年1回開催される「真空展」の企画と運
営を担当しています。主催者ゾーン小委員会の企画した
「真空展主催者ゾーン」は毎年好評で、真空を分かりやす
く理解するのに役立っています。

規格標準委員会
JISやISO規格等の真空関連規格の見直しや新たな規格を、
（公益）日本表面真空学会との合同委員会「規格標準合同
検討委員会」で検討し、（一社）日本規格協会、ISO当局に
提案して真空関連規格の整備を行っています。

2022年4月現在

技術フォーラム委員会
技術フォーラム委員会は真空展のフォーラム・シンポジウムで
の講演テーマを決定し、技術レポートをまとめ、結果を真空
ジャーナルにまとめて会員に提供しています。

統計委員会
JVIA会員の取り扱う真空機器の受注売上統計調査を行い、参加
会員に配布するとともに、その一部を公表し、真空業界をア
ピールする活動を行っています。装置小委員会とコンポーネン
ト小委員会で構成されています。

環境委員会
会員企業に対して環境に配慮した製品開発・製造を革新するた
めの様々な啓発活動を行っています。毎年秋に環境活動報告書
を発行し、真空ジャーナル、JVIAWebサイトに環境保全資料
を公開しています。また、各種セミナーを実施して、環境関連
の最新情報を提供しています。

CS委員会
真空機器の製造及び取り扱い環境の中で、作業安全や健康維持、
保全作業に関わる調査を行い、会員企業に情報提供を行ってい
ます。さらに作業安全教育講座(真空展)を実施しています。

関西支部
西日本地区で活動する会員企業により構成され、会員相互の協
調親睦を図るために総会・講演会・見学会及び懇談会など随時
支部会を開催しています。

委員会 小委員会

  専門委員会

JVSSとの合同

JVSSとの合同

　支部

JVSS：公益社団法人日本表面真空学会

関西支部・幹事会 若手交流会　JVIA-WEST

表彰審査委員会

真空技術者資格認定委員会

装置小委員会
理　事 統計委員会

コンポーネント小委員会
環境委員会

CS委員会

主催者ゾーン小委員会
副会長

専務理事 事務局 規格標準委員会 規格標準合同検討委員会

監　事 教育委員会

理事会 出版委員会

業

務

執

行

理

事

会長
展示会委員会

常任理事
技術フォーラム委員会

関西支部長

社員総会 賛助会員

若手交流会　JVIA-EAST

企画委員会
正会員 特別会員

委員長会

身近な真空調査小委員会

シニア会員



会員構成
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入会金及び会費

1. 正会員
真空機器等を生産・販売する事業を営む会社、
並びにそれらを主たる構成員とする団体

2. 賛助会員
上記以外で、本会の目的に賛同し活動に協力
頂ける会社・団体

3. 特別会員
官公庁またはそれに準ずる団体であって、本
会の目的に賛同し活動に協力頂ける団体

4. シニア会員
シニア会員は、JVIA会員会社を退職した個人
で、JVIA定款の趣旨に賛同するものとします。

入会金及び会費は下記の通りです。
※入会ご希望の方は事務局までお問い合わせください

正会員 入会金１０万円 賛助会員 入会金５万円

シニア会員 入会金無料
会費 年額 ５,０００円

年間売上高
　（億円) 月額 年額

５００以上 A 12 144
３００以上５００未満 B 11 132
２００以上３００未満 C 10 120
１００以上２００未満 D 9 108
５０以上１００未満 E 7 84
３０以上５０未満 F 5 60
１０以上３０未満 G 4 48
５以上１０未満 H 3.5 42
３以上５未満 I 3.0 36
～３未満 J 2.5 30

クラス
会費　(万円) 資本金　 会費　(万円)

(億円) 年額
１００以上 42
１以上１００未満 36
０．３以上１未満 30
０．１超０．３未満 24
０．１以下 12

注（１）年間売上高は毎期３月３１日又は３月３１日に近い
決算の真空関連部門の売上高
注（２）期中入会の場合の会費は月割り計算とします

JVIA 真空機器の産業分野別売上統計 2021年

JVIA 真空機器の受注・売上推移 暦年 JVIA 統計

半導体

30%

フラットパネルディスプレイ

30%

電子部品

12%

光学産業

7%

理化学機器

3%

金属材料加工

1%

機械工業

2%

エネルギー

1%

車両・航空

0%

医薬・医療

1%

電機機器

0%

化学工業

1%

輸送

0%

宇宙工学

0%

食品工業

0%

繊維

0%

事務機械

0%
その他

11%

注：産業分野別売上額は産業分野別売上統計データ提出値の合計

JVIA真空機器

産業分野別売上統計（2021年年間）

対象期間：2021年1月～2021年12月

２０２１年暦年分野別売上総額

４，５７７億円



Membership
正会員（47社）
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賛助会員（49社）

特別会員（12団体）

2022年7月現在

国立研究開発法人 科学技術振興機構 産学基礎基盤推進部 先端計測室 地方独立行政法人　神奈川県立産業技術総合研究所 電子技術部

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 圧力真空標準研究室 独立行政法人 労働安全衛生総合研究所 電気安全研究グループ

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 先進製造プロセス研究部門 鹿児島県 商工労働水産部 産業立地課

熊本県 商工観光労働部 新産業振興局企業立地課 公益財団法人やまぐち産業振興財団 事業活動支援部

国立大学法人 豊橋技術科学大学 電気・電子情報工学系 光学薄膜研究会

国立大学法人 山口大学 大学院理工学研究科 静岡県　 東京事務所

正会員
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アズビル株式会社 ●

アネスト岩田株式会社 ● ● ●

アユミ工業株式会社 ● ● ● ● ● ● ●

株式会社アルバック ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アルバック機工株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アルバック・クライオ株式会社 ● ●

アルバックテクノ株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社アンレット ● ● ● ●

入江工研株式会社 ● ● ● ●

インフィコン株式会社 ● ● ● ● ●

エドワーズ株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社荏原製作所 ● ●

株式会社荏原フィールドテック ● ● ● ●

株式会社大阪空気機械製作所 ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社大阪真空機器製作所 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大阪ラセン管工業株式会社 ●

株式会社岡野製作所 ● ● ●

株式会社オプトラン ● ● ● ● ● ●

キヤノンアネルバ株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キヤノントッキ株式会社 ● ● ●

佐藤真空株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社サンリック ● ● ● ● ● ● ●

三和真空株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

芝浦エレテック株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

芝浦メカトロニクス株式会社 ● ● ●

株式会社島津製作所 ● ● ● ● ●

株式会社昭和真空 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社シンクロン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

神港精機株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

新明和工業株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住友重機械工業株式会社 ● ● ●

大亜真空株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

東京電子株式会社 ● ● ●

内外テック株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

日本電子株式会社 ● ● ● ●

日立造船株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社ヒラノK&E ● ● ● ●

株式会社ブイテックス ● ●

株式会社フェローテックマテリアルテクノロジー ●

株式会社フジキン ● ●

株式会社フジ・テクノロジー ● ● ●

三菱電線工業株式会社 ●

株式会社ムサシノエンジニアリング ● ● ● ● ● ●

株式会社吉川製作所 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ライボルト株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社リガク ●

若井田理学株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ●
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赤田工業株式会社 ● ● ● ● ●

秋田化学工業株式会社 ● ● ●

旭国際テクネイオン株式会社 ● ● ● ●

株式会社旭精機 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アストロニクス株式会社 ●

株式会社アドバンテック ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アリオス株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アルバック販売株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アルバック・ファイ株式会社 ● ● ● ● ●

イハラサイエンス株式会社 ● ●

ウイツエンマンジャパン株式会社 ●

株式会社エムテック ● ●

株式会社岡崎製作所 ● ●

樫山工業株式会社 ● ● ● ●

北野精機株式会社 ● ● ● ●

株式会社グリーンテック ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コスモ・テック株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社コンサス ● ●

株式会社サンナノテクノロジー ● ● ●

株式会社サンバック ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社シー・エヌ・ティ ●

島津産機システムズ株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社昭和螺旋管製作所 ●

株式会社真空プラズマ ● ● ● ●

株式会社Sinteg ● ● ● ●

鈴木機械株式会社 ● ●

大成技研株式会社 ● ● ●

株式会社田崎アサヒ ●

株式会社ツバコー・ケー・アイ ●

東製株式会社 ● ● ● ● ● ● ●

東北三吉工業株式会社 ●

東洋ステンレス化工株式会社 ● ● ● ●

東和工業株式会社 ● ● ●

ナイス株式会社 ● ●

ナガセテクノエンジニアリング株式会社 ● ● ●

日造精密研磨株式会社 ● ● ● ●

日本特殊機械株式会社 ● ● ● ● ●

一般社団法人日本半導体製造装置協会 ●

日本ブッシュ株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社ニューフレアテクノロジー ●

伯東株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社パパス ●

株式会社富士交易 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

株式会社マルマエ ● ●

株式会社MURONE ● ●

株式会社三田工業所 ● ●

株式会社MORESCO ●

株式会社山川機械製作所 ●

株式会社ヤマト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



会員価格で真空展へ出展することができます。

最新の真空市場の動向や関連業界の動向を知ることができます。

真空技術の基礎教育や実務教育を会員価格で受講することができます。

安全教育・環境教育を会員価格で受講ができます。

ＪＶＩＡの刊行物や各種調査報告書を入手することができます。

ＪＶＩＡの各種イベントに参加できます。

入って良かった（一社）日本真空工業会

入会のメリット
ＪＶＩＡニュース・ＪＶＩＡ会員専用Webサイトから情報入手できます。
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■経済産業省・官公庁諸団体からの情報をタイムリーに受け取ることができます。

■各種助成金や経済政策などの情報も連絡窓口の方に適宜メールで配信します。

■過去の真空ジャーナル記事が電子ファイルで入手できます。

■一般企業の出展料は、１小間352,000円。会員企業なら１小間330,000円と22,000円お得。

また、複数小間割引も利用できます。

■統計に参加すれば真空市場の市場動向と国際統計の情報も入手することができます。

■一般社団法人日本真空工業会で調査した特定市場の調査情報を入手することができます。

■真空市場に関するセミナーを会員価格で聴講することができます。

■真空展の会期中に開かれる真空の初心者向けの「真空入門講座」

■真空を基礎から学べる実習を中心とした講習「真空ウォーキングコース」

■入社数年目の若手実務者に最適な「薄膜の基本技術講座」

■実習による排気速度の測定と成膜評価を学べる「真空技術実習講座」（計画中）

■業界に特化した環境動向や作業安全、労働安全衛生法が学べる「環境・安全教育講座」

■環境関連の各種規制の動向が学べる「環境セミナー」

■関連企業や最新技術の紹介など真空に関する情報が満載の定期刊行物「真空ジャーナル」

■会員企業からの情報を集計したＪＶＩＡの「環境活動報告書」

■真空関連作業従事者必見の「保全作業安全ガイドライン」

■真空用語や真空技術などの真空関連情報が満載、業界関係者のバイブル「真空ポケットブック」

■国内、海外の真空関連企業や団体を訪問する「企業視察」に参加できます。

■各種専門委員会や小委員会、関西支部へ参加することによって幅広い人脈形成に役立ちます。

JVIAくん
(ジェビア)

JVIAちゃん
(ジェビア）

メリット１

メリット2

メリット3

メリット4

メリット5

メリット6

メリット7
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　 都営三田線「御成門駅」出口A6・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・徒歩6分

　　都営大江戸、浅草線「大門駅」出口A6・・・・・・・・・・・・・・・・・・徒歩6分
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